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日本人大学生の韓国人イメージに関する質的研究


















































































(2∞0) 、河野・原 (2010) は世論調査の性格が強く、質問紙を用いて広範囲に大規模な
調査を実施した。一方、呉 (2012) 、呉 (2013a) 、呉 (2013b) は日本人大学生を対象に質
問紙調査を行ったものであり、本研究と対象者が一致している。呉 (2012) は韓国語の
学習経験者と未経験者の比較を通して韓国語学習の影響を検討した。呉(2013a) は自
言語科学論集第 17号 20日年 61 
由記述のデータに内容分析と構造分析を行い、 24カテゴリーと 5因子を導き出してい







































インフォーマント 性別 年齢 専攻 学年
韓国人との 訪韓 韓国語 韓国語
欄蜂轍 経験 学習歴 能力
A 男性 22歳 工学部 4年 有 無 。 O，~ 
B 女性 20歳 教育学部 2年 有 値 。 0点
C 男性 23歳 文学部 4年 有 有 。 。点
D 女性 21歳 経済特ß 3年 有 有 。 0，長
E 男性 20歳 経済学部 l年 有 無 8ヶ月 4点
F 男性 20歳 工学部 l年 有 有 4ヶ月 5点
G 女性 19歳 教育学部 l年 有 壷E 5ヶ月 6点
H 男性 21歳 経済学部 2年 有 無 I年7ヶ月 7，県
女性 19歳 法学部 2年 有 無 I年 8点
J 男性 20歳 経済特E 2年 有 無 8ヶ月 10点

































































































言語科学論集第 17号 2013年 65 
強いJí積極的で、向上心があるJ といったイメージにつながっていた。
表4 韓国人イメージの形成要因
区分 韓国人イメージ 形成要因 出現頻度(人)
日本のテレビ前差(韓国紹介、ニュース) 57.1 (4) 
相生 l
礼儀や伝統を重視し、 韓国人との棚虫(留学生、交流会、教員) 42.9 (3) 
団結力が強い的=7) 韓国語学習(教材、教員の話、敬語J 28.6 (2) 
聞いた話(韓国人教員、韓国人知人から) 28.6 (2) 
特性2 明るく、やさしし、的=7)
韓国人との揃虫(交流会、友人、韓国語教員等) 71.4 (5) 
韓国旅行 28.6 (2) 
特性3
意見・主張・感情を表す 韓国人との槻虫(留学生、友人、交流会等) 100 0 (6) 
小~=6) 韓国旅行 33.3 (2) 
韓国人との欄虫(韓国語教員、交流会、友人等) 83.3 (5) 
特性4
積極的で、向上心がある 日本のテレビ放送(ニュース、スポーツ中継) 50.0 (3) 
ω=唱) 韓国語学習(教員の言í'il 33.3 (2) 
閉し、た話(先輩、友人) 33.3 (2) 
特性5 まじめである制=3) 韓国人との櫛虫(韓国語教員、友人) 100 0 (3) 
対日 I
過激で、反日感情が強し、
日本のテレビ放送(ニュース、スポーツ中網*l 80.0 (4) 
小~=5)
対日 2
日本に友好的で、日本人 日本のアレビ放送(ニュース、韓国紹介) 750 (3) 
と変わらない ω=斗) 韓国人との接触(韓国語教員、友人、交流会) 50.0 (2) 」
美人が多く、美容に関心
日本のテレビ放送(韓国紹介) 50.0 (3) 
外見
が高い側当)
芸能人・スポーツ選手(チェジウ、キムヨナ) 50.0 (3) 
韓国防行 33.3 (2) 
能力やスキルが高い
韓国人との欄虫(韓国語教員、留学生友人等) 100 0 (5) 
能力 日本のテレビ放送(韓国紹介、ニュース) 60.0 (3) 
的=5)
聞いた話伎人) 40.0 (2) 
曙貴子 辛い食べ物を好む(N=3)
日本のアレヒ守放送(韓国紹介) 66.7 (2) 





































































































かった (C) 。• r明るく、やさししリ
-カップルの密着度が高く、肩を組んだり、
. r意見・主張・感情を表す」





斗「明るく、やさししリ た (C) 。


























• r積極的で、向上心がある」 に積極的に質問するという話を聞いた (B) 。
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